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越後 石打でスキー Ｎｏ.２０１ 

 

昭和６０年３月２４日 

長女が小学校を卒業し中学校に入る前の春休み、卒業祝いにスキーへ連れて行くことにした。 

会社の冬季の契約保養所を利用できるので、石打を選んだ。石打を選んだ理由のもうひとつは、スキー場か

ら気に入った山が数多く眺められることでもある。 

ところが何と小雨の出発ということになった。 

上野発９時３６分の新幹線、新清水トンネルを抜けたら新潟県側は晴れていた。 

越後湯沢１０時４０分着、上越線に乗り換えて１０時５１分発、石打着１１時。新幹線ができて早くはなっ

たかもしれないが、新幹線が止まらない駅へ旅するのはかえって不便になったような気がする。 

大熊旅館に入り、持参のおにぎりの昼食。午後から後楽園スキー場へ。 

１７時までスキーの練習をしてマイクロバスで宿へ。 

 

昭和６０年３月２５日 

７時起床、天気は晴れ。朝食後９時３０分マイクロバスで後楽園スキー場へ。 

１４時３５分までたっぷり楽しんで宿へ１５時に帰着。 

宿で土産を買って石打駅へ。 

石打発１５時４５分、越後湯沢発１６時０１分で上野に１７時２４分帰着。 

 

宿のマイクロバスが後楽園スキー場へ差し向けてくれえたため、二日間をこのスキー場で過ごしたが、 

その結果として当初期待した巻機山や魚沼の山並みを堪能することはできなかった。丸山か花岡のゲレンデ

ならば、上の方まで上がるとかなりの景色が楽しめたはずだが・・・・。 

景色のことはともかく、娘と二人だけの旅などそう何回も体験できないだろうから、そういう意味では又と

ない旅ができたということだろうか。 

以上 

 


